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第3章 電気扇風機の一般層における普及拡大期（昭和戦後期1950年代まで）  

1，はじめに   

第二次世界大戦が敗戦というかたちで終結し，一旦は壊滅的なダメージを被った日本経済  

は，しかし，1950（昭和25）年の朝鮮戦争による特需景気により，急速に立ち直ってゆく。  

1960年代の高度経済成長期を牽引するように，50年代後半には家電ブームが巻き起ころう  

としていた。いわゆる「三種の神器」のように大きな注目こそ浴びなかったが，扇風機もそ  

の一翼を担っている。   

扇風機は，他に先駆けて一般家庭に普及を開始した家電製品のひとつである。機能的には  

戦前ほぼ完成の域に達していたことは，前章で見た通りである。扇風機にとって戦後の大き  

な変化は，黒からの脱却，すなわちカラー化を果たしたことである。形態においても，各社  

が多くのバリエーションを揃えるなど，戦前に比較すれば変化に富んだ展開となっている。  

そこには，扇風機用ガードの果たした役割も大きいものがある。   

本章では，終戦から高度経済成長直前までの約15年間の扇風機について，最初に機能，  

形態，色彩の各項目に分けて考察する。特に，カラー化に至った経緯に関しては，詳細に検  

討を加える。次に扇風機用ガードのデザインについて，意匠公報を基礎資料として考察する。   

もって，戦後の扇風機のデザイン開発のあり方に関して，我が国の特徴を見出すことを目  

的とする。  

2．戟後の扇風機の機能について  

2．1．首伸縮   

前述したように，扇風機の基本的な機能は戦前に出揃っており，戦後登場した注目すべき  

機能としては，首の伸縮程度である。第2章でも観察したように，米国の意匠特許にはフロ  

ア扇が戦前から多く出願されており，その中には首の伸縮機能を持つものも存在した。我が  

国扇風機の伸縮機能がそれらを手本としたことは，想像に難くない。ただし，米国フロア扇  

の可動域はそれほど大きくする必要はない。基本的に椅子座の生活に間に合うように設計す  

れば，済むからである。それに対して，我が国の場合は床座と椅子座を併用した生活を営ん  

でいるために，どちらの状況にも対応できる扇風機を開発するためには，可動域を大きくす  

る必要がある。この機能を付加されたのがいわゆる「お座敷扇」であり，1台で和室にも洋  

室にも合う扇風機として，重宝がられた。普段は家族が茶の間で使用し，客の訪問時には応  

接間でもてなしの道具として使用するという使い分けが可能となったからである。戦前にも  

卓上型扇風機に関し同様の使い分けは行われていたが，その際は適当な載置台に設置するこ  

とで対応していた。  

① 実用新案出願公告 昭27－9166（1951（昭和26）年7月11日出願・1952（昭和27）年   

10月21日公告）  
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